
(57)【要約】

二レベル以上の流体ろ過または流体調整を単一のフィル

ターカートリッジ内で行なうように構成するフィルター

カートリッジを開示し、フィルターカートリッジは、内

部空間（１１４）を画成し、空間内に流体を受け入れる

入口部（２２２）を有するハウジング（１１０）と、ハ

ウジングから流体を排出する第一出口部（１１８）と、

ハウジングから流体を排出する第二出口部（１１９）を

含む。フィルターカートリッジは、更に、内部空間内に

配設して通過する流体を調整する第一段フィルター（１

２０）と、ハウジングの内部空間内に配設して通過する

流体を調整する第二段フィルター（１３０）を含み、こ

こで第一段フィルター（１２０）は、第一流路を経由し

て入口部及び第一出口部に流体流通し、第二段フィルタ

ー（１３０）は、第二流路を経由して入口部及び第二出

口部に流体流通する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ で あ っ て 、
　 ａ ） 中 心 軸 と 内 部 空 間 を 画 成 す る ハ ウ ジ ン グ と 、 こ こ で 前 記 ハ ウ ジ ン グ が 前 記 内 部 空 間
に 流 体 を 受 け 入 れ る 入 口 部 と 、 流 体 を 前 記 内 部 空 間 か ら 排 出 す る 第 一 出 口 部 と 、 流 体 を 前
記 内 部 空 間 か ら 排 出 す る 第 二 出 口 部 と 、 を 有 し 、
　 ｂ ） 通 過 す る 流 体 を 調 整 す る た め に 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 内 部 空 間 内 に 配 設 し た 第 一 段
フ ィ ル タ ー と 、 こ こ で 前 記 第 一 段 フ ィ ル タ ー が 第 一 流 路 を 経 由 し て 前 記 入 口 部 及 び 前 記 第
一 出 口 部 と 流 体 流 通 し 、
　 ｃ ） 通 過 す る 流 体 を 調 整 す る た め に 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 内 部 空 間 内 に 配 設 し た 第 二 段
フ ィ ル タ ー と 、 こ こ で 前 記 第 二 段 フ ィ ル タ ー が 前 記 第 一 流 路 と 別 個 の 第 二 流 路 を 経 由 し て
前 記 入 口 部 及 び 前 記 第 二 出 口 部 と 流 体 流 通 し 、
を 備 え た フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 内 部 空 間 を 通 る 前 記 流 体 の 前 記 流 れ を 選 択 的 に 方 向 付 け る 手 段 を 備
え た 、 請 求 項 １ に 記 載 の フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 内 部 空 間 を 通 る 前 記 流 体 の 前 記 流 れ を 選 択 的 に 方 向 付 け る 前 記 手 段
が 、 前 記 第 一 段 フ ィ ル タ ー を 通 り 抜 け て 前 記 第 一 出 口 部 を 通 り 前 記 ハ ウ ジ ン グ か ら 流 出 す
る 前 記 第 一 流 路 へ 、 流 体 を 方 向 付 け る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の フ ィ ル タ ー カ
ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 内 部 空 間 を 通 る 前 記 流 体 の 前 記 流 れ を 選 択 的 に 方 向 付 け る 前 記 手 段
が 、 前 記 第 二 段 フ ィ ル タ ー を 通 り 抜 け て 前 記 第 二 出 口 部 を 通 り 前 記 ハ ウ ジ ン グ か ら 流 出 す
る 前 記 第 二 流 路 へ 、 流 体 を 方 向 付 け る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の フ ィ ル タ ー カ
ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 内 部 空 間 を 通 る 前 記 流 体 の 前 記 流 れ を 選 択 的 に 方 向 付 け る 前 記 手 段
が 、 前 記 第 一 流 路 及 び 第 二 流 路 を 同 時 に 流 れ 、 前 記 第 一 出 口 部 及 び 第 二 出 口 部 か ら 同 時 に
排 出 す る よ う に 流 体 を 方 向 付 け る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の フ ィ ル タ ー カ ー ト
リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 一 段 フ ィ ル タ ー 及 び 第 二 段 フ ィ ル タ ー を 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 内 部 空 間 内 に 相 対
し て 同 軸 上 に 配 置 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 一 段 フ ィ ル タ ー が 、 中 空 コ ア を 有 し 、 前 記 第 二 段 フ ィ ル タ ー を 前 記 第 一 段 フ ィ ル タ
ー の 前 記 中 空 コ ア 内 に 配 設 す る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 第 一 段 フ ィ ル タ ー が 、 前 記 流 体 を 調 整 す る 少 な く と も 一 つ の ろ 材 を 含 む 、 請 求 項 １ に
記 載 の フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 少 な く と も 一 つ の ろ 材 が 、 樹 脂 で 結 合 さ れ た セ ル ロ ー ス で 画 成 さ れ る 、 請 求 項 ８ に 記
載 の フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 第 二 段 フ ィ ル タ ー が 、 前 記 流 体 を 調 節 す る 少 な く と も 一 つ の ろ 材 を 含 む 、 請 求 項 １ に
記 載 の フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 少 な く と も 一 つ の ろ 材 が 、 炭 素 ブ ロ ッ ク ろ 材 で 画 成 さ れ る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の フ ィ
ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
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前 記 少 な く と も 一 つ の ろ 材 が 、 中 空 糸 ろ 材 で 画 成 さ れ る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の フ ィ ル タ ー
カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 第 二 流 路 が 、 前 記 第 一 段 フ ィ ル タ ー 及 び 第 二 段 フ ィ ル タ ー 双 方 を 横 切 る 、 請 求 項 １ に
記 載 の フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 第 一 流 路 が 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 内 部 空 間 内 に お い て 前 記 第 一 段 フ ィ ル タ ー を 通 り
半 径 方 向 内 向 き に 方 向 付 け ら れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 第 二 流 路 が 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 内 部 空 間 内 に お い て 、 前 記 第 二 段 フ ィ ル タ ー を 通
り 半 径 方 向 内 向 き に 方 向 付 け ら れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 第 一 流 路 及 び 前 記 第 二 流 路 を 通 る 前 記 流 体 の 前 記 流 れ を 方 向 付 け る 手 段 を 備 え た 、 請
求 項 １ に 記 載 す る フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 第 一 流 路 及 び 前 記 第 二 流 路 を 通 る 流 体 の 流 れ を 方 向 付 け る 前 記 手 段 が 、 前 記 ハ ウ ジ ン
グ の 前 記 内 部 空 間 内 に 配 設 し た 構 造 に よ り 画 成 さ れ 、 前 記 構 造 が 、 流 体 の 流 れ を 方 向 付 け
る よ う に 大 き さ を 決 め ら れ た 外 面 を 有 す る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ
。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 第 一 流 路 及 び 前 記 第 二 流 路 を 通 る 流 体 の 流 れ を 方 向 付 け る 前 記 手 段 が 、 前 記 ハ ウ ジ ン
グ と 一 体 で あ る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
フ ィ ル タ ー 装 置 で あ っ て 、
　 ａ ） ヘ ッ ド と 、 こ こ で 前 記 ヘ ッ ド が 、 入 口 流 ポ ー ト と 、 出 口 流 ポ ー ト と 、 前 記 ヘ ッ ド を
流 体 源 と 流 体 流 通 し て 確 保 す る 手 段 と 、 前 記 ヘ ッ ド に フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ を 確 実 に 取
り 付 け る 手 段 と 、
　 ｂ ） フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ と 、 こ こ で 前 記 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ が 、
　 　 　 ｉ ） 中 心 軸 及 び 内 部 空 間 を 画 成 す る ハ ウ ジ ン グ と 、 こ こ で 前 記 ハ ウ ジ ン グ が 、 前 記
内 部 空 　 間 に 流 体 を 受 け 入 れ る 入 口 部 と 、 前 記 内 部 空 間 か ら 流 体 を 排 出 す る 第 一 出 口 部 と
、 前 記 内 部 空 　 間 か ら 流 体 を 排 出 す る 第 二 出 口 部 を 有 し 、
　 　 　 ｉ ｉ ） 通 過 す る 流 体 を 調 整 す る た め に 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 内 部 空 間 内 に 配 設 し た
第 一 段 　 フ ィ ル タ ー と 、 こ こ で 前 記 第 一 段 フ ィ ル タ ー が 、 第 一 流 路 を 経 由 し て 前 記 入 口 部
及 び 前 記 第 一 　 出 口 部 に 流 体 流 通 し 、
　 　 　 ｉ ｉ ｉ ） 通 過 す る 流 体 を 調 整 す る た め に 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 内 部 空 間 内 に 配 設 し
た 第 二 　 段 フ ィ ル タ ー と 、 こ こ で 前 記 第 二 段 フ ィ ル タ ー が 、 前 記 第 一 流 路 と は 別 個 の 第 二
流 路 を 経 由 し 　 て 前 記 入 口 部 及 び 前 記 第 二 出 口 部 に 流 体 流 通 し 、 を 含 み 、
を 備 え た フ ィ ル タ ー 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 第 一 出 口 部 か ら の 排 出 量 を 選 択 的 に 制 御 す る 第 一 出 口 流 バ ル ブ を 備
え た 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の フ ィ ル タ ー 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 第 二 出 口 部 か ら の 排 出 量 を 選 択 的 に 制 御 す る 第 二 出 口 流 バ ル ブ を 備
え た 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の フ ィ ル タ ー 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 第 一 出 口 部 か ら 排 出 す る 流 体 と 前 記 第 二 出 口 部 か ら 排 出 す る 流 体 と を 選 択 的 に 混 合 す
る 手 段 を 備 え る こ と に よ り 、 前 記 混 合 が 、 選 択 さ れ た ろ 過 処 理 特 性 を 有 す る 単 一 の 排 出 流
体 を 形 成 す る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の フ ィ ル タ ー 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 第 一 出 口 部 及 び 第 二 出 口 部 か ら 排 出 す る 流 体 を 混 合 す る 前 記 手 段 が
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、 バ ル ブ を 備 え 、 前 記 バ ル ブ が 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 第 一 出 口 部 か ら 排 出 す る 流 体 を 受
け 入 れ る 第 一 入 口 ポ ー ト と 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 第 二 出 口 部 か ら 排 出 す る 流 体 を 受 け 入
れ る 第 二 入 口 ポ ー ト と 、 混 合 し た 流 体 を 前 記 バ ル ブ か ら 排 出 す る 排 出 ポ ー ト と を 有 す る 、
請 求 項 １ ９ に 記 載 の フ ィ ル タ ー 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
第 一 出 口 部 か ら 排 出 す る 前 記 流 体 と 、 前 記 第 二 出 口 部 か ら 排 出 す る 前 記 流 体 と 、 前 記 フ ィ
ル タ ー 装 置 を 通 過 し て い な い 流 体 と を 、 選 択 的 に 混 合 す る 手 段 を 備 え る こ と に よ り 、 前 記
混 合 が 選 択 さ れ た ろ 過 処 理 特 性 を 有 す る 単 一 の 排 出 流 体 を 形 成 す る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の
フ ィ ル タ ー 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ で あ っ て 、
　 ａ ） 前 記 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ に 中 心 軸 及 び 内 部 空 間 を 画 成 す る と と も に 、 流 体 を 前
記 内 部 空 間 内 に 受 け 入 れ る 入 口 ポ ー ト を 有 す る ハ ウ ジ ン グ と 、 前 記 内 部 空 間 か ら 第 一 流 体
を 排 出 す る 第 一 出 口 ポ ー ト と 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ か ら 第 二 流 体 を 排 出 す る 第 二 出 口 ポ ー ト と
、 内 部 空 間 と を 有 す る ハ ウ ジ ン グ と 、
　 ｂ ） 前 記 第 一 流 体 を 調 整 す る た め に 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 内 部 空 間 内 に 軸 方 向 に 配 設 し
た 第 一 段 フ ィ ル タ ー と 、 こ こ で 前 記 第 一 段 フ ィ ル タ ー が 、 中 空 コ ア を 有 し 、 前 記 第 一 段 フ
ィ ル タ ー を 通 り 半 径 方 向 に 方 向 付 け ら れ た 第 一 流 路 を 経 由 し て 前 記 第 出 口 部 に 連 通 し 、
　 ｃ ） 前 記 第 二 流 体 を 調 整 す る た め に 前 記 第 一 段 フ ィ ル タ ー の 前 記 中 空 コ ア 内 に 軸 方 向 に
配 設 し た 第 二 段 フ ィ ル タ ー と 、 こ こ で 前 記 第 二 段 フ ィ ル タ ー が 、 前 記 第 二 段 フ ィ ル タ ー を
通 り 半 径 方 向 内 側 に 方 向 付 け ら れ た 第 二 流 路 を 経 由 し て 前 記 第 二 出 口 部 に 連 通 し 、
を 備 え る フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
前 記 第 一 段 フ ィ ル タ ー が 、 前 記 流 体 を ろ 過 す る 少 な く と も 一 つ の ろ 材 に よ り 構 成 さ れ る 、
請 求 項 ２ ５ に 記 載 の フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
前 記 少 な く と も 一 つ の ろ 材 が 、 珪 藻 土 ろ 材 に よ り 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の フ ィ ル
タ ー カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
前 記 第 二 段 フ ィ ル タ ー が 、 前 記 流 体 を ろ 過 す る 少 な く と も 一 つ の ろ 材 に よ り 構 成 さ れ る 、
請 求 項 ２ ５ に 記 載 の フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
前 記 少 な く と も 一 つ の ろ 材 が 、 炭 素 ブ ロ ッ ク ろ 材 に よ り 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の
フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
前 記 少 な く と も 一 つ の ろ 材 が 、 中 空 繊 維 ろ 材 に よ り 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の フ ィ
ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ３ １ 】
前 記 第 一 流 路 及 び 前 記 第 二 流 路 を 通 る 流 体 を 方 向 付 け る 手 段 を 備 え た 、 請 求 項 ２ ５ に 記 載
の フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
前 記 第 一 流 路 及 び 前 記 第 二 流 路 を 通 る 流 体 を 方 向 付 け る 前 記 手 段 が 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前
記 内 部 空 間 内 に 配 設 し た 構 造 を 含 み 、 前 記 構 造 が 、 前 記 流 体 の 流 れ を 方 向 付 け る よ う に 大
き さ を 決 め ら れ た 外 面 を 有 す る 、 請 求 項 ３ １ に 記 載 の フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
前 記 第 一 流 路 及 び 前 記 第 二 流 路 を 通 る 流 体 を 方 向 付 け る 前 記 手 段 が 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ と 一
体 で あ る 、 請 求 項 ３ １ に 記 載 の フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 流 体 ろ 過 用 の フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ に 関 し 、 と り わ け 二 レ ベ ル 以 上 の 流 体
ろ 過 を 行 な う よ う に 構 成 し た フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 住 居 用 、 工 業 用 、 医 療 用 の 多 く の 用 途 に お い て 使 用 さ れ る 流 体 は 、 事 前 に ろ 過 す る こ と
が 必 要 で あ る 。 例 え ば ア メ リ カ 合 衆 国 で は 、 住 居 用 の 公 共 用 水 源 設 備 は 、 通 常 、 塩 素 の よ
う な 様 々 な 薬 品 を 用 い て 水 を 消 毒 し 、 健 康 に 悪 影 響 を 及 ぼ さ な い よ う に し て い る 。 し か し
、 こ れ ら の 薬 品 は 、 水 の 味 や 臭 い に 望 ま し く な い 影 響 を 及 ぼ し 得 る 上 、 摂 取 す る の に 望 ま
し い 清 浄 度 レ ベ ル を 提 供 し な い こ と も あ る 。 し た が っ て 、 多 く の 住 居 で は 、 現 在 、 料 理 用
ま た は 飲 料 用 に 水 道 水 を ろ 過 し て い る か 、 ま た は ボ ト ル 詰 め の 水 を 購 入 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 住 居 内 で は 、 流 体 の 用 途 全 て に お い て 、 同 様 の ろ 過 レ ベ ル も し く は 調 整 レ ベ ル を 必 要 と
す る わ け で は な く 、 ま た 、 水 全 て を 同 じ 程 度 に 処 理 す る こ と で 費 用 効 果 は 下 が る 。 例 え ば
、 自 家 用 車 を 洗 っ た り 芝 に 撒 い た り す る 水 に 、 飲 料 水 と 同 様 の ろ 過 レ ベ ル は 必 要 な い 。 ま
た 、 皿 洗 い 用 、 入 浴 用 、 あ る い は 洗 濯 用 に は 、 特 定 の あ る い は 異 な る ろ 過 レ ベ ル も し く は
軟 レ ベ ル の 水 が 望 ま し い こ と も あ る 。 そ れ ゆ え 、 住 居 内 で は 、 二 レ ベ ル 以 上 の ろ 過 レ ベ ル
の 水 が あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 工 業 用 や 医 療 用 の よ う な 他 の 用 途 に お い て も 、 二 レ ベ ル 以 上 の 流 体 ろ 過 レ ベ ル が 必 要 と
さ れ る こ と が あ る 。 医 療 業 界 で は 、 患 者 に 静 脈 投 与 さ れ る 流 体 は 、 投 与 前 に ろ 過 し な け れ
ば な ら な い 。 一 般 的 に 、 非 経 口 液 は 、 多 孔 質 媒 体 を 含 む フ ィ ル タ ー 装 置 を 通 し て ろ 過 す る
。 治 療 計 画 に よ っ て は 、 数 種 類 の 非 経 口 液 の 継 続 的 投 与 ま た は 長 期 的 投 与 を 必 要 と し 、 各
々 の 流 体 は 、 同 じ フ ィ ル タ ー 装 置 を 通 し 、 同 じ 流 路 に 沿 っ て 同 じ 多 孔 質 媒 体 を 通 さ れ る 。
全 て の 投 与 液 が 単 一 流 路 を 使 用 し た 単 一 の ろ 過 レ ベ ル で ろ 過 さ れ れ ば 、 不 都 合 が 生 じ て し
ま う 。 例 え ば 、 同 じ 多 孔 質 媒 体 で は 、 異 な る 非 経 口 液 の 処 理 に 適 さ な い こ と も あ り 、 同 様
の 効 果 が あ る と も 限 ら な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 、 単 一 の フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ あ る い は ア セ ン ブ リ で は 、 ろ 過 レ ベ ル も し く は 調
整 レ ベ ル は 一 つ だ け で あ る 。 こ の よ う な フ ィ ル タ ー で は 、 ろ 過 処 理 さ れ て い な い 流 体 は 、
入 口 ポ ー ト を 通 っ て カ ー ト リ ッ ジ 内 に 入 り 、 カ ー ト リ ッ ジ 内 に 配 設 し た ろ 材 を 通 過 し 、 単
一 の 出 口 ポ ー ト か ら 排 出 す る 。 こ れ ら 従 来 型 の フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ は 、 多 種 の 基 材 を
含 ん で い る か も し れ な い が 、 流 体 は 、 単 一 の 流 路 を 移 動 し て 基 材 を 通 り 抜 け る た め 、 全 て
の 基 材 を 順 番 に あ る い は 連 続 し て 流 れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 住 居 に お け る 用 途 で は 、 例 え ば バ ー ト ラ ン ド （ Bertrand） に 対 す る 米 国 特 許 第 ５ ， ７ ４
４ ， ０ ３ ３ 号 明 細 書 に 開 示 さ れ る よ う に 、 単 一 の フ ィ ル タ ー ア セ ン ブ リ か ら 二 つ の ろ 過 レ
ベ ル を 得 る 方 法 の 一 つ と し て 、 使 用 者 が ろ 過 水 と 未 ろ 過 水 を 選 択 で き る よ う に 構 成 し た ア
セ ン ブ リ が あ る 。 他 の 対 策 と し て は 、 ろ 過 シ ス テ ム ま た は ろ 過 ア セ ン ブ リ に 構 成 部 材 を 加
え る 、 あ る い は 更 に プ ラ ッ ト フ ォ ー ム や 複 合 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ を 用 い た マ ニ フ ォ ル
ド シ ス テ ム を 設 計 す る 方 法 が あ る 。 オ ッ ト ー （ Otto） に 対 す る 米 国 特 許 第 ５ ， １ ０ ７ ， ８
９ ６ 号 明 細 書 は 、 シ ス テ ム に フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ を 加 え る こ と で 第 二 の ろ 過 レ ベ ル を
実 現 す る 、 マ ニ フ ォ ル ド 型 シ ス テ ム の 例 で あ る 。 し か し 、 構 成 部 材 が 増 え る と 、 シ ス テ ム
の 複 雑 さ 、 費 用 、 及 び 設 置 所 要 空 間 が 増 大 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し た が っ て 、 流 体 ろ 過 装 置 は 、 単 一 の 水 源 か ら 同 時 に 二 つ の 別 の 流 体 を 排 出 す る よ う に
構 成 し た カ ー ト リ ッ ジ を 有 し て 、 各 々 の 排 出 液 が 異 な る レ ベ ル の 調 整 あ る い は ろ 過 を 施 さ
れ て い る 、 と い う 装 置 で あ る こ と が 必 要 で あ る 。 単 一 の フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ に 二 つ の
ろ 過 レ ベ ル が 備 わ る こ と に よ っ て 、 ハ ー ド ウ ェ ア の 追 加 が 不 要 に な り 、 流 体 処 理 シ ス テ ム
の 設 置 及 び 整 備 を 簡 素 化 で き 、 必 要 構 成 部 材 の 数 を 減 ら す こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 （ 発 明 の 概 要 ）
　 本 発 明 は 、 ハ ウ ジ ン グ と 、 第 一 段 フ ィ ル タ ー と 、 第 二 段 フ ィ ル タ ー を 含 む 、 画 期 的 か つ
改 良 型 の 複 流 式 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ を 対 象 と す る 。 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 中 心 軸 と 内 部
空 間 を 画 成 し 、 前 記 内 部 空 間 に 流 体 を 受 け 入 れ る 入 口 部 と 、 流 体 を 前 記 内 部 空 間 か ら 排 出
す る 第 一 出 口 部 と 、 流 体 を 前 記 内 部 空 間 か ら 排 出 す る 第 二 出 口 部 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 一 段 フ ィ ル タ ー が 、 通 過 す る 流 体 を 調 整 す る た め に 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 内 部 空 間
内 に 配 設 さ れ 、 ま た 、 第 一 流 路 を 経 由 し て 前 記 入 口 部 及 び 前 記 第 一 出 口 部 と 流 体 流 通 し て
い る 。 第 二 段 フ ィ ル タ ー も 、 通 過 す る 流 体 を 調 整 す る た め に 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 内 部 空
間 内 に 配 設 さ れ る 。 こ の 第 二 段 フ ィ ル タ ー は 、 第 二 流 路 を 経 由 し て 前 記 入 口 部 及 び 前 記 第
二 出 口 部 と 流 体 流 通 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 更 に 、 前 記 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 内 部 空 間 を 通 る 流 体 の 流
れ を 選 択 的 に 方 向 付 け る 機 構 を 含 む 。 前 記 機 構 は 、 第 一 流 路 を 通 る 流 体 の 流 れ を 選 択 的 に
方 向 付 け る よ う に 構 成 し 、 流 体 は 、 第 一 段 フ ィ ル タ ー を 通 り 抜 け 、 前 記 第 一 出 口 部 を 通 り
前 記 ハ ウ ジ ン グ か ら 流 出 す る 。 更 に 、 前 記 機 構 は 、 第 二 流 路 を 通 る 流 体 の 流 れ を 選 択 的 に
方 向 付 け る よ う に 構 成 し 、 流 体 は 、 前 記 第 一 段 フ ィ ル タ ー を 通 り 抜 け 、 前 記 第 二 段 フ ィ ル
タ ー を 通 り 抜 け 、 前 記 第 二 出 口 部 を 通 り 前 記 ハ ウ ジ ン グ か ら 流 出 す る 。 あ る い は 、 前 記 機
構 は 、 流 体 が 前 記 第 一 流 路 及 び 第 二 流 路 を 同 時 に 通 る よ う に 方 向 付 け る こ と も で き る 。 好
適 な 一 実 施 形 態 で は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 内 部 空 間 を 通 る 流 体 の 流 れ を 選 択 的 に 方 向 付
け る 前 記 構 造 は 、 前 記 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ ハ ウ ジ ン グ の 外 部 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 適 な 一 実 施 形 態 で は 、 前 記 第 一 段 フ ィ ル タ ー 及 び 第 二 段 フ ィ ル タ ー は 、 前 記 ハ ウ ジ ン
グ の 前 記 内 部 空 間 内 に 相 対 し て 同 軸 上 に 配 置 す る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 前 記 第 一 段 フ ィ ル
タ ー は 中 空 コ ア を 有 し 、 前 記 第 二 段 フ ィ ル タ ー は 、 前 記 第 一 段 フ ィ ル タ ー の 前 記 中 空 コ ア
内 に 配 設 す る 。 通 常 は 、 前 記 第 一 段 フ ィ ル タ ー は 、 流 体 を 調 整 す る ろ 材 を 少 な く と も 一 つ
含 む 。 ろ 材 は 、 沈 殿 式 の フ ィ ル タ ー （ 例 え ば 、 樹 脂 で 結 合 し た セ ル ロ ー ス ） 、 炭 素 片 フ ィ
ル タ ー 、 中 空 糸 フ ィ ル タ ー 、 ま た は 流 体 ろ 過 に 適 し た 他 の い か な る ろ 材 、 も し く は 各 形 式
を 組 み 合 わ せ た ろ 材 も 可 能 で あ る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 第 一 流 路 は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前
記 内 部 空 間 内 に お い て 、 第 一 段 フ ィ ル タ ー を 通 り 実 質 的 に 半 径 方 向 を 向 い て い る と 想 定 す
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 更 に 、 前 記 第 二 段 フ ィ ル タ ー は 、 流 体 を 調 整 す る ろ 材 を 少 な く と も 一 つ 含 む 。 こ の 少 な
く と も 一 つ の ろ 材 は 、 中 空 糸 ろ 材 、 ま た は 流 体 ろ 過 に 適 し た 他 の い か な る ろ 材 、 も し く は
各 形 式 を 組 み 合 わ せ た ろ 材 も 可 能 で あ る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 前 記 第 二 流 路 が 、 前 記 第 一
段 及 び 第 二 段 フ ィ ル タ ー 双 方 を 通 り 抜 け 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 内 部 空 間 内 に お い て 前 記
第 二 段 フ ィ ル タ ー を 通 り 実 質 的 に 半 径 方 向 を 向 い て い る と 想 定 す る 。 あ る い は 、 前 記 第 二
流 路 は 、 前 記 第 二 段 フ ィ ル タ ー の み を 通 り 抜 け る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ は 、 更 に 、 前 記 第 一 流 路 及 び 前 記 第 二 流 路 を
通 る 流 体 の 流 れ を 方 向 付 け る 構 造 を 含 む 。 一 実 施 形 態 で は 、 前 記 構 造 は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ
の 前 記 内 部 空 間 内 に 配 設 し た エ ン ド キ ャ ッ プ に よ り 画 成 さ れ 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 に 流 体 の
流 れ を 方 向 付 け る よ う に 大 き さ を 決 め 構 成 し た 外 面 を 有 す る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 前 記 エ
ン ド キ ャ ッ プ は 、 ろ 材 の 底 部 、 ま た は ろ 材 の 頂 上 部 、 も し く は 両 位 置 に 配 置 し 得 る 。 別 の
実 施 形 態 で は 、 前 記 エ ン ド キ ャ ッ プ は 、 例 え ば 中 間 辺 り の 高 さ で ろ 材 内 に 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 第 一 流 路 及 び 前 記 第 二 流 路 を 通 る 流 体 の 流 れ を 方 向 付 け る 前 記 構 造 は 、 前 記 ハ ウ ジ
ン グ と 一 体 で あ る と 想 定 す る 。 し か し 、 要 望 に 応 じ て 前 記 内 部 空 間 内 に 差 し 込 ん だ り 取 り
外 し た り で き る 、 離 間 し た 異 な る 部 材 で あ っ て も よ い 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 更 に 、 本 発 明 は 、 ヘ ッ ド と フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ を 含 む フ ィ ル タ ー 装 置 も 対 象 と す る
。 前 記 ヘ ッ ド は 、 入 口 流 ポ ー ト と 、 出 口 流 ポ ー ト と 、 流 体 源 設 備 に 流 体 流 通 す る 前 記 ヘ ッ
ド を 固 定 す る 手 段 と 、 前 記 ヘ ッ ド に フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ を し っ か り 取 り 付 け る 取 付 具
を 有 す る 。 前 記 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ は 、 中 心 軸 及 び 内 部 空 間 を 画 成 す る ハ ウ ジ ン グ を
含 む 。 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 前 記 内 部 空 間 に 流 体 を 受 け 入 れ る 入 口 部 と 、 前 記 内 部 空 間 か ら
流 体 を 排 出 す る 第 一 出 口 部 と 、 前 記 内 部 空 間 か ら 流 体 を 排 出 す る 第 二 出 口 部 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ は 、 更 に 、 通 過 す る 流 体 を 調 整 す る た め に 、
前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 内 部 空 間 内 に 配 設 さ れ た 第 一 段 フ ィ ル タ ー を 含 む 。 前 記 第 一 段 フ ィ
ル タ ー は 、 第 一 流 路 を 経 由 し て 前 記 入 口 部 及 び 前 記 第 一 出 口 部 に 流 体 流 通 す る 。 更 に 、 前
記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 内 部 空 間 内 に 、 第 二 段 フ ィ ル タ ー を 配 設 し て 通 過 す る 流 体 を 調 整 す る
。 前 記 第 二 段 フ ィ ル タ ー は 、 前 記 第 一 流 路 と は 異 な る 前 記 第 二 流 路 を 経 由 し て 、 前 記 入 口
部 及 び 前 記 第 二 出 口 部 に 流 体 流 通 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 前 記 フ ィ ル タ ー 装 置 は 、 更 に 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 第 一 出 口 部 か
ら の 流 体 排 出 量 を 選 択 的 に 制 御 す る 第 一 出 口 流 バ ル ブ と 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 第 二 出 口
部 か ら の 流 体 排 水 量 を 選 択 的 に 制 御 す る 第 二 出 口 バ ル ブ を 含 む 。 好 ま し く は 、 前 記 第 一 及
び 第 二 出 口 バ ル ブ は 、 前 記 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ ハ ウ ジ ン グ の 外 部 に 配 置 さ れ る が 、 こ
の ハ ウ ジ ン グ に 流 体 的 に 流 通 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 更 に 別 の 実 施 形 態 で は 、 前 記 フ ィ ル タ ー 装 置 は 、 前 記 第 一 出 口 部 か ら 排 出 す る 流 体 と 前
記 第 二 出 口 部 か ら 排 出 す る 流 体 を 選 択 的 に 混 合 す る 機 器 を 含 む 。 こ の 混 合 に よ っ て 、 選 択
さ れ た ろ 過 処 理 特 性 を 有 す る 単 一 の 排 出 流 体 を 形 成 す る 。 好 適 な 一 実 施 形 態 で は 、 前 記 機
器 は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 第 一 及 び 第 二 出 口 部 か ら 排 出 す る 流 体 の 混 合 を 行 な い 、 ま た
バ ル ブ を 含 む 。 前 記 バ ル ブ は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 第 一 出 口 部 か ら 排 出 す る 流 体 を 受 け
入 れ る 第 一 入 口 ポ ー ト と 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 第 二 出 口 部 か ら 排 出 す る 流 体 を 受 け 入 れ
る 第 二 入 口 ポ ー ト と 、 混 合 し た 流 体 を 排 出 す る 排 出 ポ ー ト を 含 む 。 あ る い は 、 前 記 バ ル ブ
は 、 前 記 フ ィ ル タ ー 装 置 を 通 過 し て い な い 流 体 を 受 け 入 れ る 第 三 入 口 ポ ー ト を 含 む こ と も
で き る 。 前 述 と 同 様 に 、 こ の 混 合 に よ っ て 、 選 択 さ れ た ろ 過 処 理 特 性 を 有 す る 単 一 の 排 出
流 体 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 更 に 、 本 発 明 は 、 複 流 式 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ に 流 体 を 供 給 す る 工 程 と 、 前 記 フ ィ ル
タ ー カ ー ト リ ッ ジ に 流 体 を 通 過 さ せ る 工 程 を 含 む ろ 過 方 法 も 対 象 と す る 。 こ の 実 施 形 態 の
前 記 複 流 式 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ は 、 中 心 軸 及 び 内 部 空 間 を 画 成 す る ハ ウ ジ ン グ と 、 第
一 段 フ ィ ル タ ー と 、 第 二 段 フ ィ ル タ ー を 含 む 。 好 ま し く は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 流 体 を 前
記 空 間 内 に 受 け 入 れ る 入 口 部 と 、 前 記 内 部 空 間 か ら 流 体 を 排 出 す る 第 一 出 口 部 と 、 前 記 内
部 空 間 か ら 流 体 を 排 出 す る 第 二 出 口 部 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 第 一 段 フ ィ ル タ ー は 、 通 過 す る 流 体 を 調 整 す る た め に 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 内 部 空
間 内 に 配 設 さ れ て 、 第 一 ろ 過 レ ベ ル の ろ 過 を 行 な う 。 こ の 第 一 段 フ ィ ル タ ー は 、 第 一 流 路
を 経 由 し て 、 前 記 入 口 部 と 前 記 第 一 出 口 部 に 流 体 流 通 す る 。 前 記 第 二 段 フ ィ ル タ ー は 、 前
記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 内 部 空 間 内 に 配 設 さ れ て 通 過 す る 流 体 を 調 整 し 、 第 二 ろ 過 レ ベ ル の ろ
過 を 行 な う 。 こ の 第 二 段 フ ィ ル タ ー は 、 第 二 流 路 を 経 由 し て 前 記 入 口 部 と 前 記 第 二 出 口 部
に 流 体 流 通 し 、 第 一 段 フ ィ ル タ ー を 通 過 し た 流 体 を 更 に 調 整 す る 。 あ る い は 、 流 体 は 、 第
一 段 フ ィ ル タ ー を 迂 回 し 、 第 二 段 フ ィ ル タ ー の み に 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 前 記 ろ 過 方 法 は 、 更 に 、 前 記 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ を 通 る 流 体 の 流 れ を 選 択
的 に 方 向 付 け る 工 程 を 含 む の で 、 流 体 は 、 少 な く と も 一 つ の ろ 過 段 階 を 通 り 抜 け る と 想 定
す る 。 好 適 な 一 実 施 形 態 で は 、 前 記 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ ハ ウ ジ ン グ を 通 る 流 体 の 流 れ
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を 選 択 的 に 方 向 付 け る 前 記 工 程 は 、 前 記 第 一 出 口 部 か ら 及 び 前 記 第 二 出 口 部 か ら の 流 体 排
出 量 を バ ル ブ 手 段 に よ っ て 調 節 す る 過 程 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 更 に 本 発 明 は 、 と り わ け 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 流 体 を 受 け 入 れ る 入 口 ポ ー ト を 有 す る と と
も に 中 心 軸 を 画 成 す る ハ ウ ジ ン グ を 含 む フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ も 対 象 と す る 。 前 記 ハ ウ
ジ ン グ は 、 更 に 、 第 一 流 体 を 前 記 ハ ウ ジ ン グ か ら 排 出 す る 第 一 出 口 ポ ー ト と 、 第 二 流 体 を
前 記 ハ ウ ジ ン グ か ら 排 出 す る 第 二 出 口 ポ ー ト と 、 内 部 空 間 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 第 一 段 フ ィ ル タ ー が 、 中 空 コ ア を 有 し 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 内 部
空 間 内 に 軸 方 向 に 配 設 さ れ 、 前 記 第 一 流 体 を 調 整 す る 。 前 記 第 一 段 フ ィ ル タ ー は 、 こ の 第
一 段 フ ィ ル タ ー を 通 り 実 質 的 に 半 径 方 向 を 向 い て い る 第 一 流 路 を 経 由 し て 、 前 記 第 一 出 口
部 と 流 通 す る 。 ま た 、 第 二 段 フ ィ ル タ ー が 、 前 記 第 一 段 フ ィ ル タ ー の 前 記 中 空 コ ア 内 に 軸
方 向 に 配 設 さ れ 、 第 二 流 体 を 調 整 し 、 第 二 流 路 を 経 由 し て 前 記 第 二 出 口 部 と 流 通 す る 。 前
記 第 二 流 路 は 、 前 記 第 二 段 フ ィ ル タ ー を 通 り 実 質 的 に 半 径 方 向 内 側 に 向 い て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 当 業 者 は 、 本 発 明 に よ り 、 フ ィ ル タ ー ア セ ン ブ リ の 構 成 部 材 の 数 も し く は 所 要 空 間 を 増
大 す る こ と な く 、 従 来 の ろ 過 装 置 よ り も 更 に 多 様 な 流 体 ろ 過 の 選 択 が 可 能 に な る こ と を 、
容 易 に 理 解 す る は ず で あ る 。 こ こ に 開 示 す る 前 記 フ ィ ル タ ー 装 置 の こ の よ う な 独 特 の 特 徴
は 、 以 下 の 説 明 、 付 随 す る 図 面 、 及 び 付 属 の 特 許 請 求 の 範 囲 に よ り 、 更 に 容 易 に 明 白 に な
る で あ ろ う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 述 の よ う に 、 本 発 明 は 、 従 来 の 流 体 ろ 過 カ ー ト リ ッ ジ 及 び 流 体 ろ 過 ア セ ン ブ リ に 伴 な
う い く つ も の 欠 点 を 克 服 す る 。 こ こ に 開 示 す る ろ 過 カ ー ト リ ッ ジ の 利 点 や 他 の 特 徴 は 、 本
発 明 の 代 表 的 な 実 施 例 を 示 す 図 面 に 伴 な う 以 下 の 好 適 な 実 施 形 態 の 詳 細 な 説 明 に よ り 、 更
に 容 易 に 明 白 に な る は ず で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に お い て 類 似 す る 構 造 要 素 を 同 類 の 参 照 番 号 に 合 致 さ せ た 図 面 を 参 照 す る と 、 図
１ は 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に よ り 構 成 し た ろ 過 カ ー ト リ ッ ジ を 図 解 し 、 通 常 は 参 照 番
号 １ ０ ０ と す る 。 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ １ ０ ０ は 、 水 道 蛇 口 ア セ ン ブ リ ２ ０ と 飲 水 部 ア
セ ン ブ リ ３ ０ を 含 む 住 居 用 配 管 備 品 と 共 に 図 解 さ れ て い る 。 こ の 構 成 で は 、 フ ィ ル タ ー カ
ー ト リ ッ ジ １ ０ ０ は 、 フ ィ ル タ ー ヘ ッ ド １ ２ を 通 じ て 給 水 管 １ ０ に よ り 未 ろ 過 の 冷 水 源 設
備 に 流 体 的 に 接 続 し て い る 。 冷 水 は 、 給 水 管 １ ０ に よ っ て 供 給 さ れ 、 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ
ッ ジ １ ０ ０ を 通 過 し 、 第 一 排 水 管 １ ４ ま た は 第 二 排 水 管 １ ６ を 選 択 的 に 通 り 、 あ る い は 両
方 同 時 に 通 り 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 一 排 水 管 １ ４ は 、 流 体 的 に 水 道 蛇 口 ア セ ン ブ リ ２ ０ に 接 続 し 、 皿 洗 い の よ う な 家 事 仕
事 を 行 な う た め の 第 一 ろ 過 レ ベ ル の 水 道 水 を 提 供 す る 。 第 二 排 水 管 １ ６ は 、 流 体 的 に 飲 水
部 ア セ ン ブ リ ３ ０ に 接 続 し 、 第 一 調 整 レ ベ ル に 相 対 し て 、 第 二 ろ 過 レ ベ ル ま た は 第 二 調 整
レ ベ ル の 飲 料 水 を 提 供 す る 。 本 発 明 の こ の 実 施 形 態 で は 、 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ １ ０ ０
は 、 シ ン ク の 高 さ よ り 低 い 位 置 、 例 え ば 家 具 （ 図 示 せ ず ） 内 に 設 置 さ れ て い る と 想 定 す る
。 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ １ ０ ０ を 支 持 構 造 体 に 取 り 付 け る に は 、 L字 型 の ブ ラ ケ ッ ト １
８ の よ う な 取 り 付 け 部 品 を 用 い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 述 の よ う に 、 図 １ で は 、 住 居 用 シ ン ク ア セ ン ブ リ で 使 用 す る フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ
１ ０ ０ を 示 し た が 、 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ １ ０ ０ は 、 住 居 用 、 工 業 用 及 び 医 療 用 の 用 途
等 、 数 多 く の 用 途 に お け る 様 々 な 流 体 の 調 整 に 使 用 可 能 で あ る こ と を 、 当 業 者 は 容 易 に 理
解 す る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ に 移 る と 、 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ １ ０ ０ は 、 主 に ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ と 、 第 一 段 フ
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ィ ル タ ー １ ２ ０ と 、 第 二 段 フ ィ ル タ ー １ ３ ０ を 含 む 。 ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ は 、 フ ィ ル タ ー カ
ー ト リ ッ ジ １ ０ ０ に 対 し て 中 心 軸 １ １ ２ と 内 部 空 間 １ １ ４ を 画 成 す る 。 ハ ウ ジ ン グ １ １ ０
は 更 に 、 流 体 を 内 部 空 間 １ １ ４ 内 に 受 け 入 れ る 入 口 部 １ １ ６ と 、 内 部 空 間 １ １ ４ か ら 流 体
を 排 出 す る 第 一 出 口 部 １ １ ８ と 、 内 部 空 間 １ １ ４ か ら 流 体 を 排 出 す る 第 二 出 口 部 １ １ ９ を
含 む 。 図 ２ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 入 口 部 １ １ ６ に 連 結 し た ネ ッ ク 部 １ １ ７ は 、 対 向 す る 第
一 入 口 ポ ー ト １ １ ５ ａ 及 び 第 二 入 口 ポ ー ト １ １ ５ ｂ と 、 第 二 出 口 部 １ １ ９ と 、 オ ー リ ン グ
を 受 け 入 れ る 上 部 及 び 下 部 環 状 密 封 用 凹 部 １ ２ １ ａ 及 び １ ２ １ ｂ を 含 む 。 更 に 、 ネ ッ ク 部
１ １ ７ は 、 半 径 方 向 に 離 間 し て ぶ ら 下 が っ た リ ブ 部 材 １ ２ ３ を 含 み 、 リ ブ 部 材 １ ２ ３ は 、
内 部 空 間 １ １ ４ 内 の 第 一 段 階 及 び 第 二 段 フ ィ ル タ ー １ ２ ０ 及 び １ ３ ０ の 間 に 、 内 部 空 間 １
１ ４ 内 に 入 り 込 む 流 体 の 流 路 を 提 供 す る と 共 に 、 第 一 段 階 及 び 第 二 段 フ ィ ル タ ー １ ２ ０ 及
び １ ３ ０ を 支 持 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 直 立 し た 管 １ ５ ０ が ネ ッ ク 部 １ １ ７ に 挿 入 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い て 、 流 入 路 ２ ２ ４
と 流 出 路 １ ５ ２ を 画 成 す る 。 管 １ ５ ０ が ネ ッ ク 部 １ １ ７ 内 に 挿 入 さ れ る と 、 管 １ ５ ０ と ネ
ッ ク 部 １ １ ７ の 間 の 隙 間 が 流 入 路 ２ ２ ４ を 画 成 す る 。 管 １ ５ ０ の 中 空 コ ア が 流 出 路 １ ５ ２
を 画 成 し 、 第 二 段 フ ィ ル タ ー １ ３ ０ か ら 第 二 出 口 部 １ １ ９ へ 流 体 が 通 過 可 能 な 水 路 と な る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 管 １ ５ ０ は 、 そ の 下 端 に 連 結 し た カ ッ プ も し く は 環 状 部 材 １ ６ ０ を 有 す る 。 カ ッ プ １ ６
０ は 、 ウ ェ ブ １ ６ ４ と 、 内 部 空 間 １ １ ４ 内 の 第 一 及 び 第 二 段 フ ィ ル タ ー １ ２ ０ 及 び １ ３ ０
を 支 持 す る フ ラ ン ジ １ ６ ２ を 含 む 。 管 １ ５ ０ は 、 カ ッ プ １ ６ ０ と 一 体 で あ り 、 ま た 一 体 と
な る よ う に 成 型 さ れ て い る と 想 定 す る 。 あ る い は 、 こ の 図 に 示 す よ う に 、 カ ッ プ １ ６ ０ を
分 離 さ せ 、 中 央 ボ ア １ ６ ６ を 有 す る こ と で 、 管 １ ５ ０ の 下 端 に カ ッ プ １ ６ ０ を 取 り 付 け る
こ と も で き る 。 こ こ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 ネ ジ 式 の コ ネ ク タ １ ５ ５ を 用 い て 第 一 導 管 １ ４
（ 図 １ 参 照 ） を 排 出 部 １ １ ８ に 固 定 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 内 部 空 間 １ １ ４ 内 に は 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ の 内 部 空 間 １ １ ４ 内 の 流 体 の 流 れ を 方 向 付 け
る エ ン ド キ ャ ッ プ １ ７ ０ が 配 設 さ れ て い る 。 こ こ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 エ ン ド キ ャ ッ プ １
７ ０ は 、 実 質 的 に 平 面 状 の 上 面 １ ７ ２ 及 び 下 面 １ ７ ４ を 有 す る 。 エ ン ド キ ャ ッ プ １ ７ ０ の
上 面 １ ７ ２ は 、 第 二 段 フ ィ ル タ ー １ ３ ０ の 底 部 １ ３ ２ と 接 し て 第 二 段 フ ィ ル タ ー １ ３ ０ の
底 部 １ ３ ２ に 流 体 が 入 り 込 む の を 防 止 す る こ と に よ り 、 そ の 流 体 を 半 径 方 向 内 向 き に 方 向
付 け る 。 エ ン ド キ ャ ッ プ １ ７ ０ の 機 能 は 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 関 し て 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と 、 第 一 段 フ ィ ル タ ー １ ２ ０ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ の 内 部 空 間 １ １ ４ 内
に 配 設 さ れ 、 こ の フ ィ ル タ ー を 通 過 す る 流 体 を 調 整 す る よ う 構 成 さ れ て い る 。 入 口 部 １ １
６ と 第 一 出 口 部 １ １ ８ は 、 参 照 番 号 ２ ０ ０ で 示 す 第 一 流 路 を 経 由 し て 流 体 流 通 し て い る 。
ま た 、 第 二 段 フ ィ ル タ ー １ ３ ０ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ の 内 部 空 間 １ １ ４ 内 に 配 設 さ れ 、 こ
の フ ィ ル タ ー を 通 過 す る 流 体 を 調 整 す る よ う 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ に 図 解 す る 実 施 形 態 で は 、 第 一 段 フ ィ ル タ ー １ ２ ０ と 第 二 段 フ ィ ル タ ー １ ３ ０ は 、
ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ の 内 部 空 間 １ １ ４ 内 で 相 対 し て 同 軸 上 に 配 置 さ れ る 。 第 一 段 フ ィ ル タ ー
１ ２ ０ は 、 中 空 コ ア １ ２ ２ を 画 成 し 、 第 二 段 フ ィ ル タ ー １ ３ ０ は 、 第 一 段 フ ィ ル タ ー １ ２
０ の 中 空 コ ア １ ２ ２ 内 に 配 設 す る 。 こ こ に 示 す よ う に 、 第 一 段 フ ィ ル タ ー １ ２ ０ は 、 単 一
の ろ 材 で 構 成 す る 。 し か し 、 第 一 段 フ ィ ル タ ー １ ２ ０ は 、 ろ 材 を 組 み 合 わ せ て 構 成 す る こ
と も で き る 。 第 一 段 フ ィ ル タ ー １ ２ ０ の 構 成 材 料 は 、 第 一 流 路 ２ ０ ０ を 通 り 抜 け る 流 体 に
所 望 さ れ る ろ 過 あ る い は 調 整 の 度 合 い や 種 類 に 基 い て 選 択 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 住
居 用 の 用 途 で は 、 水 源 設 備 か ら の 大 き な 粒 子 を 除 去 す る 、 樹 脂 で 結 合 さ れ た セ ル ロ ー ス 系
フ ィ ル タ ー を 第 一 段 フ ィ ル タ ー １ ２ ０ に 用 い る こ と が で き る 。 医 療 の よ う な 他 の 用 途 で は
、 細 菌 等 の 病 原 微 生 物 を ろ 過 す る 繊 維 状 ろ 材 を 第 一 段 フ ィ ル タ ー １ ２ ０ に 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 第 一 段 フ ィ ル タ ー １ ２ ０ は 、 カ ッ プ １ ６ ０ に 支 持 さ れ る 上 環 状 部 １ ２ ４ と 、 中 間 溝 付 き
部 １ ２ ６ と 、 下 支 持 部 １ ２ ８ を 有 す る 。 中 間 溝 付 き 部 １ ２ ６ は 、 第 一 段 フ ィ ル タ ー １ ２ ０
の 有 効 表 面 積 を 増 大 す る 。 下 支 持 部 １ ２ ８ は 、 内 壁 １ ２ ９ に 支 持 さ れ る 。 好 ま し く は 、 第
一 段 フ ィ ル タ ー １ ２ ０ の 半 径 方 向 の 内 面 １ ３ ６ は 、 第 二 段 フ ィ ル タ ー １ ３ ０ に 接 触 せ ず 、
液 流 間 隙 １ ３ １ を そ の 間 に 設 け る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 引 き 続 き 図 ３ を 参 照 す る と 、 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ １ ０ ０ は 、 作 動 中 に 二 つ の 異 な る
流 路 に 流 体 を 通 過 さ せ る 二 つ の レ ベ ル の 流 体 ろ 過 レ ベ ル を 備 え る よ う に 構 成 さ れ る 。 第 一
流 路 ２ ０ ０ は 、 給 水 管 ２ １ ０ か ら 始 ま り 、 入 口 ポ ー ト ２ ２ ２ を 通 っ て フ ィ ル タ ー ヘ ッ ド ２
２ ０ 内 に 進 入 す る 。 給 水 管 ２ １ ０ か ら 供 給 さ れ 第 一 流 路 ２ ０ ０ を 通 り 抜 け た 流 体 は 、 ネ ッ
ク 部 １ １ ７ に お け る 対 向 し た 第 一 入 口 ポ ー ト １ １ ５ ａ 及 び 第 二 入 口 ポ ー ト １ １ ５ ｂ を 通 り
、 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ １ ０ ０ 内 に 入 り 込 む 。 第 一 流 路 ２ ０ ０ は 、 次 に 、 管 １ ５ ０ と ネ
ッ ク 部 １ １ ７ の 間 に 画 成 さ れ た 流 入 路 ２ ２ ４ を 軸 方 向 に 通 り 抜 け る 。 第 一 流 路 ２ ０ ０ は 、
ウ ェ ブ １ ６ ４ に 沿 っ て 半 径 方 向 に 進 み 、 入 口 部 １ １ ６ か ら ぶ ら 下 が っ て 半 径 方 向 に 離 間 し
た リ ブ 部 材 １ ２ ３ が 画 成 す る 水 路 を 通 り 、 内 部 空 間 １ １ ４ 内 に 入 り 込 む 。 そ し て 、 第 一 流
路 ２ ０ ０ は 、 ま ず 第 一 段 フ ィ ル タ ー １ ２ ０ を 半 径 方 向 に 通 り 抜 け て 液 流 間 隙 １ ３ １ に 至 る
。 そ こ か ら 、 流 体 は 、 第 一 出 口 部 １ １ ８ を 通 っ て 内 部 空 間 １ １ ４ か ら 流 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 バ ル ブ ２ ５ ０ が 作 動 可 能 に 第 一 出 口 部 １ １ ８ に 連 結 し て お り 、 流 体
の 流 れ が ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ の 内 部 空 間 １ １ ４ を 通 る よ う に 選 択 的 に 方 向 付 け る 。 バ ル ブ ２
５ ０ は 、 第 一 出 口 部 １ １ ８ か ら の 排 水 量 を 制 御 す る 。 し か し 、 流 体 の 流 れ が ハ ウ ジ ン グ １
１ ０ の 内 部 空 間 １ １ ４ を 通 る よ う に 選 択 的 に 方 向 付 け 、 更 に 第 一 出 口 部 １ １ ８ か ら の 排 水
量 を 制 御 す る た め に は 、 他 の 構 造 や 機 構 を 備 え る こ と も で き る と い う こ と に 留 意 す べ き で
あ る 。 ま た 、 制 御 構 造 ま た は 制 御 機 構 は 、 構 造 的 に 第 一 出 口 部 １ １ ８ に 連 結 す る 必 要 は な
く 、 単 一 の 個 体 で 構 成 す る 必 要 も な い 。 例 え ば 、 図 １ に 示 す よ う に 、 水 道 蛇 口 ア セ ン ブ リ
２ ０ は 、 第 一 出 口 部 １ １ ８ の 下 流 に 位 置 し 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ の 内 部 空 間 １ １ ４ を 通 る 流
体 の 流 れ を 制 御 す る 。 ま た 、 飲 水 部 ア セ ン ブ リ ３ ０ は 、 第 二 出 口 部 １ １ ９ に 流 体 的 に 連 結
し 、 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ １ ０ ０ の 内 部 空 間 １ １ ４ を 通 る 流 体 の 流 れ を 更 に 制 御 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ４ を 参 照 す る と 、 第 二 流 路 ３ ０ ０ は 、 第 一 流 路 ２ ０ ０ の 場 合 と 同 様 に 、 給 水 管 ２ １ ０
に 源 を 発 す る こ と に 始 ま り 、 入 口 ポ ー ト ２ ２ ２ を 通 り フ ィ ル タ ー ヘ ッ ド ２ ２ ０ へ 進 む 。 そ
し て 、 第 二 流 路 ３ ０ ０ は 、 ネ ッ ク 部 １ １ ７ の 第 一 入 口 ポ ー ト １ １ ５ ａ 及 び 第 二 入 口 ポ ー ト
１ １ ５ ｂ を 通 り フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ １ ０ ０ に 入 り 込 み 、 管 １ ５ ０ と ネ ッ ク 部 １ １ ７ の
間 に 画 成 し た 流 入 路 ２ ２ ４ を 軸 方 向 に 通 り 抜 け る 。 そ し て 、 こ の 流 路 は 、 ウ ェ ブ １ ６ ４ に
沿 っ て 半 径 方 向 に 進 み 、 内 部 空 間 １ １ ４ 内 へ 入 る 。 そ し て 、 第 二 流 路 ３ ０ ０ は 、 第 一 流 路
２ ０ ０ と 異 な り 、 第 一 段 フ ィ ル タ ー １ ２ ０ と 第 二 段 フ ィ ル タ ー １ ３ ０ を 連 続 し て 通 り 半 径
方 向 内 側 に 進 む か 、 あ る い は 第 一 段 フ ィ ル タ ー １ ２ ０ と 第 二 段 フ ィ ル タ ー １ ３ ０ の 間 に 画
成 し た 液 流 間 隙 １ ３ １ 内 に 導 か れ る 。 そ の 結 果 、 フ ィ ル タ ー を 通 っ た 流 体 は 、 第 一 段 フ ィ
ル タ ー に 調 整 さ れ 、 更 に 第 二 段 フ ィ ル タ ー に も 調 整 さ れ 、 二 度 調 整 さ れ る こ と に な る 。 エ
ン ド キ ャ ッ プ １ ７ ０ は 、 第 二 段 フ ィ ル タ ー １ ３ ０ の 底 部 １ ３ ２ に 位 置 す る 物 理 的 な 防 壁 に
な り 、 第 一 段 フ ィ ル タ ー １ ２ ０ と 第 二 段 フ ィ ル タ ー １ ３ ０ の 両 方 を 通 り 抜 け た 流 体 が 第 一
出 口 部 １ １ ８ を 通 り 内 部 空 間 １ １ ４ か ら 流 出 す る の を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ こ に 説 明 し た よ う に 、 第 二 段 フ ィ ル タ ー １ ３ ０ は 、 単 一 の ろ 材 で 構 成 す る 。 し か し 、
こ れ か ら 説 明 す る よ う に 、 第 二 段 フ ィ ル タ ー １ ３ ０ は 、 い く つ か の 構 成 要 素 を 有 す る 様 々
な ろ 材 か ら 構 成 し 得 る 。 例 え ば 、 第 二 段 フ ィ ル タ ー １ ３ ０ は 、 繊 維 状 ろ 材 や 、 炭 素 片 ろ 材
、 ま た プ リ ー ツ 状 ろ 材 や ら せ ん 巻 き ろ 材 等 の 流 体 ろ 過 に 適 し た 他 の い か な る ろ 材 で も 構 成
す る こ と が で き る 。 第 二 段 フ ィ ル タ ー は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 最 初 に 第 一 段 フ ィ ル タ ー １
２ ０ を 通 過 す る 第 二 流 路 ３ ０ ０ を 経 由 し て 、 入 口 部 １ １ ６ と 第 二 出 口 部 １ １ ９ に 流 体 流 通
す る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ １ ０ ０ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ の 内 部 空 間 を 通 る 流 体 の 流 れ を 選
択 的 に 方 向 付 け る 機 構 ２ ５ ０ を 更 に 含 む 。 具 体 的 に は 、 機 構 ２ ５ ０ は 、 第 一 段 フ ィ ル タ ー
１ ２ ０ を 通 り 抜 け 第 一 出 口 部 １ １ ８ を 通 っ て ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ か ら 流 出 す る 第 一 流 路 ２ ０
０ へ 、 流 体 を 方 向 付 け る よ う に 構 成 す る 。 こ れ は 、 流 体 が 機 構 ２ ５ ０ を 通 る よ う に し 、 流
動 制 限 を 解 消 す る こ と に よ っ て 実 現 す る 。 ま た 、 機 構 ２ ５ ０ は 、 流 体 の 流 れ を 、 第 二 流 路
３ ０ ０ へ 、 あ る い は 第 一 流 路 ２ ０ ０ 及 び 第 二 流 路 ３ ０ ０ を 同 時 に 通 る よ う に 方 向 付 け る よ
う に も 構 成 す る 。 流 体 の 流 れ が 第 一 出 口 部 １ １ ８ を 通 っ て 内 部 空 間 １ １ ４ 外 へ 出 て し ま う
こ と を 防 ぐ 際 、 機 構 ２ ５ ０ は 、 そ の 流 れ を 第 二 流 路 ３ ０ ０ を 通 る よ う に 方 向 付 け る 。 給 水
管 ２ １ ０ が 供 給 す る 流 体 に 十 分 な 流 入 圧 が あ り 、 こ の 流 体 の 流 れ が 第 一 出 口 部 １ １ ８ ま た
は 第 二 出 口 部 １ １ ９ を 通 っ て 内 部 空 間 １ １ ４ か ら 無 理 な く 流 出 で き る と き 、 第 一 流 路 ２ ０
０ 及 び 第 二 流 路 ３ ０ ０ を 同 時 に 通 る よ う に 流 す こ と が 実 現 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 発 明 の フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ は 、 第 一 流 路 ２ ０ ０ 及 び 第 二 流 路 ３
０ ０ を 通 る よ う に 流 体 を 方 向 付 け る 構 造 を 更 に 含 む 。 こ こ に 示 す よ う に 、 構 造 １ ７ ０ は エ
ン ド キ ャ ッ プ で あ る と 定 義 し 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ の 内 部 空 間 １ １ ４ 内 に 配 設 す る 。 エ ン ド
キ ャ ッ プ １ ７ ０ の 外 面 は 、 流 体 の 流 れ を 方 向 付 け る よ う に 大 き さ を 決 め 構 成 す る 。 こ こ に
示 す よ う に 、 エ ン ド キ ャ ッ プ １ ７ ０ は 、 平 面 の デ ィ ス ク で あ り 、 対 向 す る 上 面 １ ７ ２ 及 び
下 面 １ ７ ４ を 有 し て 、 第 二 段 フ ィ ル タ ー を 通 過 し た 流 体 が 第 一 出 口 部 １ １ ８ を 通 り 内 部 空
間 １ １ ４ か ら 流 出 す る の を 防 止 す る 。 あ る い は 、 エ ン ド キ ャ ッ プ １ ７ ０ の 外 径 区 域 付 近 に
開 口 を 設 け 、 第 一 流 路 ２ ０ ０ が 第 二 段 フ ィ ル タ ー １ ３ ０ の 外 側 の 繊 維 あ る い は 外 周 面 を 通
り 抜 け る よ う に す る こ と も で き る 。 こ の 形 態 の 有 用 性 は 、 第 二 段 フ ィ ル タ ー １ ３ ０ の 様 々
な 構 成 を 以 下 に 詳 細 に 説 明 し て よ り 明 確 に す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 エ ン ド キ ャ ッ プ １ ７ ０ は 、 取 り 外 す こ と が で き 、 内 部 空 間 １ １ ４ 内 に お い て 流 れ の 異 な
る 特 性 を 提 供 す る エ ン ド キ ャ ッ プ と 交 換 す る こ と が で き る と 想 定 す る 。 ま た 、 エ ン ド キ ャ
ッ プ １ ７ ０ は 、 フ ィ ル タ ー ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ と 一 体 と し 、 ま た は 取 り 外 せ な い よ う に 設 置
し 、 交 換 で き な い よ う に す る こ と も で き る 。 更 に 、 エ ン ド キ ャ ッ プ １ ７ ０ は 、 図 ４ に 示 す
よ う に 第 一 段 フ ィ ル タ ー １ ２ ０ 及 び 第 二 段 フ ィ ル タ ー １ ３ ０ の 底 部 、 ま た は 第 一 段 フ ィ ル
タ ー １ ２ ０ 及 び 第 二 段 フ ィ ル タ ー １ ３ ０ の 頂 上 部 に 配 置 す る こ と が で き る 。 あ る い は 、 エ
ン ド キ ャ ッ プ １ ７ ０ は 、 そ の ど ち ら に も 配 置 す る こ と が で き る 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 エ ン
ド キ ャ ッ プ １ ７ ０ 、 ま た は 流 体 を 第 一 流 路 ２ ０ ０ 及 び 第 二 流 路 ３ ０ ０ を 通 る よ う に 方 向 付
け る 類 似 し た 構 造 は 、 ろ 材 内 に 配 設 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ こ で 図 ５ を 参 照 す る と 、 ハ ウ ジ ン グ ４ １ ０ と 、 第 一 段 フ ィ ル タ ー ４ ２ ０ と 、 第 二 段 フ
ィ ル タ ー ４ ３ ０ を 含 む フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ ４ ０ ０ が 図 解 さ れ て い る 。 ハ ウ ジ ン グ ４ １
０ は 、 内 部 空 間 ４ １ ４ を 画 成 し 、 入 口 部 ４ １ ６ と 、 第 一 出 口 部 ４ １ ８ と 、 第 二 出 口 部 ４ １
９ を 有 す る 。 ネ ッ ク 部 ４ １ ７ は 、 入 口 部 ４ １ ６ と 一 体 に な り 、 第 二 出 口 流 バ ル ブ ４ ５ ５ と
係 合 す る 。 こ の 実 施 形 態 は 、 第 一 出 口 流 バ ル ブ ４ ５ ０ が 第 一 出 口 部 ４ １ ８ と 係 合 し 、 第 二
出 口 流 バ ル ブ ４ ５ ５ が 第 二 出 口 部 ４ １ ９ に 流 体 的 に 流 通 す る と い う 点 で 、 前 述 の 実 施 形 態
と 異 な る 。 第 一 出 口 流 バ ル ブ ４ ５ ０ 及 び 第 二 出 口 流 バ ル ブ ４ ５ ５ は 、 直 接 フ ィ ル タ ー カ ー
ト リ ッ ジ ４ ０ ０ に 接 続 す る 。 第 一 出 口 流 バ ル ブ ４ ５ ０ は 、 水 道 蛇 口 ア セ ン ブ リ ４ ５ ２ を 含
み 、 第 二 出 口 流 バ ル ブ ４ ５ ５ は 、 入 口 流 導 管 ４ １ ０ と 飲 水 部 ４ ５ ７ を 含 む 。 第 二 出 口 流 バ
ル ブ ４ ５ ５ は 、 入 口 流 ポ ー ト ４ ５ ８ と 出 口 流 ポ ー ト ４ ５ ９ を 画 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 第 一 出 口 流 バ ル ブ ４ ５ ０ 及 び 第 二 出 口 流 バ ル ブ ４ ５ ５ は 、 共 同 し て 内 部 空 間 ４ １ ４ を 通
る 流 体 の 流 れ を 選 択 的 に 方 向 付 け る 。 具 体 的 に は 、 第 一 出 口 流 バ ル ブ ４ ５ ０ が 解 放 位 置 で
あ っ て 第 二 出 口 流 バ ル ブ ４ ５ ５ が 閉 鎖 位 置 で あ れ ば 、 流 体 は 、 第 一 流 路 ２ ０ ０ を 流 れ 、 第
一 段 フ ィ ル タ ー ４ ２ ０ に よ り 調 整 さ れ 、 第 一 出 口 部 ４ １ ８ か ら 水 道 蛇 口 ア セ ン ブ リ ４ ５ ２
を 通 っ て 内 部 空 間 か ら 流 出 す る 。 あ る い は 、 第 一 出 口 流 バ ル ブ ４ ５ ０ が 閉 鎖 位 置 で あ っ て
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第 二 出 口 流 バ ル ブ ４ ５ ５ が 開 い て い れ ば 、 流 体 は 、 第 二 流 路 ３ ０ ０ を 流 れ 、 第 一 段 フ ィ ル
タ ー ４ ２ ０ 及 び 第 二 段 フ ィ ル タ ー ４ ３ ０ 両 方 を 通 過 し て 調 整 さ れ 、 第 二 出 口 部 ４ １ ９ か ら
飲 水 部 ４ ５ ７ を 通 っ て 内 部 空 間 ４ １ ４ か ら 流 出 す る 。 あ る い は 、 第 一 出 口 流 バ ル ブ ４ ５ ０
及 び 第 二 出 口 流 バ ル ブ ４ ５ ５ が 両 方 と も 閉 鎖 位 置 で あ れ ば 、 流 体 は 、 内 部 空 間 ４ １ ４ を 通
っ て 第 一 流 路 ２ ０ ０ 及 び 第 二 流 路 ３ ０ ０ 両 方 を 流 れ 、 水 道 蛇 口 ア セ ン ブ リ ４ ５ ２ 及 び 飲 水
部 ４ ５ ７ 両 方 か ら 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 更 に 、 こ こ で 開 示 す る フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ ４ ０ ０ の 第 二 流 路 ３ ０ ０ は 、 第 一 段 フ ィ
ル タ ー ４ ２ ０ を 通 ら な い 。 そ の 代 わ り に 第 二 流 路 ３ ０ ０ は 、 カ ッ プ ４ ６ ０ に 形 成 し た 開 口
４ １ ３ を 進 む の で 、 第 一 段 フ ィ ル タ ー ４ ２ ０ を 迂 回 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ６ を 参 照 す る と 、 ハ ウ ジ ン グ ５ １ ０ と 、 第 一 段 フ ィ ル タ ー ５ ２ ０ と 、 第 二 段 フ ィ ル タ
ー ５ ３ ０ を 含 む フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ ５ ０ ０ が 図 解 さ れ て い る 。 ハ ウ ジ ン グ ５ １ ０ は 、
内 部 空 間 ５ １ ４ を 画 成 し 、 入 口 部 ５ １ ６ と 、 第 一 出 口 部 ５ １ ８ と 、 第 二 出 口 部 ５ １ ９ を 有
す る 。 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ ５ ０ ０ の 構 造 及 び 機 能 は 、 実 質 的 に フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ
ジ １ ０ ０ （ 図 ２ ） と 類 似 し 、 同 様 の 参 照 番 号 が 同 様 の 構 造 要 素 を 特 定 す る 。 フ ィ ル タ ー カ
ー ト リ ッ ジ ５ ０ ０ は 、 第 二 段 フ ィ ル タ ー ５ ３ ０ が 、 ３ つ の 同 心 円 状 層 ま た は 同 心 円 状 区 分
の ろ 材 ５ ３ ２ ａ 乃 至 ５ ３ ２ ｃ を 含 む と い う 点 で 、 前 述 の フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ １ ０ ０ と
異 な る 。 同 心 円 状 層 ま た は 同 心 円 状 区 分 ５ ３ ２ ａ 乃 至 ５ ３ ２ ｃ は 、 所 望 す る 流 体 の 性 質 に
基 い て 、 そ れ ぞ れ が 選 択 さ れ た 気 孔 率 等 の ろ 過 特 性 を 有 す る こ と が で き る 。 こ こ に 開 示 す
る 実 施 形 態 で は 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ５ ７ ０ は 、 内 部 空 間 ５ １ ４ 内 に 配 設 し 、 平 面 状 の 上 下 面
を 有 す る 。 し か し 、 他 の 実 施 形 態 で は 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ５ ７ ０ は 、 同 心 円 状 層 ま た は 同 心
円 状 区 分 ５ ３ ２ ａ 乃 至 ５ ３ ２ ｃ い ず れ か の 直 下 に 位 置 し て 半 径 方 向 に 離 間 し た 開 口 を 有 す
る こ と が で き る 。 例 え ば 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ５ ７ ０ 内 の 開 口 が 同 心 円 状 層 ま た は 同 心 円 状 区
分 ５ ３ ２ ｂ の 下 に 位 置 す る と 、 第 一 流 路 を 通 り 抜 け る 流 体 は 、 第 一 段 フ ィ ル タ ー ５ ２ ０ を
通 り 、 第 二 段 フ ィ ル タ ー ５ ３ ０ の 同 心 円 状 層 ま た は 同 心 円 状 区 分 ５ ３ ２ ｂ 及 び ５ ３ ２ ｃ を
通 っ て エ ン ド キ ャ ッ プ ５ ７ ０ の 開 口 に 進 み 、 第 一 出 口 部 ５ １ ８ を 通 っ て 内 部 空 間 ５ １ ４ か
ら 流 出 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ７ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 が 図 解 さ れ 、 概 し て 参 照 番 号 ６ ０ ０ で 指 定 さ
れ る 。 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ ６ ０ ０ は 、 ハ ウ ジ ン グ ６ １ ０ と 、 第 一 段 フ ィ ル タ ー ６ ２ ０
と 、 第 二 段 フ ィ ル タ ー ６ ３ ０ を 含 む 。 ハ ウ ジ ン グ ６ １ ０ は 、 内 部 空 間 ６ １ ４ を 画 成 し 、 入
口 部 ６ １ ６ と 、 第 一 出 口 部 ６ １ ８ と 、 第 二 出 口 部 ６ １ ９ を 有 す る 。 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ
ジ ６ ０ ０ の 構 造 及 び 機 能 は 、 実 質 的 に フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ １ ０ ０ （ 図 ２ ） と 類 似 し 、
同 様 の 参 照 番 号 が 同 様 の 構 造 要 素 を 特 定 す る 。 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ ６ ０ ０ は 、 第 二 段
フ ィ ル タ ー ６ ３ ０ が 円 柱 状 に 形 成 さ れ 所 望 す る 流 体 の 性 質 に 基 い て 選 択 さ れ た ろ 過 特 性 を
有 す る 二 つ の ろ 材 要 素 ６ ３ ２ ａ 及 び ６ ３ ２ ｂ を 含 む と い う 点 で 、 前 述 の フ ィ ル タ ー カ ー ト
リ ッ ジ １ ０ ０ と 異 な る 。 ま た 、 ろ 材 要 素 ６ ３ ２ ａ と ６ ３ ２ ｂ の 間 に は 、 プ レ ー ト ６ ７ ２ が
配 設 さ れ て 、 内 部 空 間 ６ １ ４ 内 の 流 体 の 流 れ を 方 向 付 け て い る 。 例 え ば 、 プ レ ー ト ６ ７ ２
は 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ６ ７ ０ に 配 設 し た 開 口 ６ ７ ３ ａ 乃 至 ６ ７ ３ ｄ と 共 に 、 第 一 流 路 （ 図 示
せ ず ） を 通 り 抜 け る 流 体 が 、 第 一 段 フ ィ ル タ ー ６ ２ ０ の み な ら ず ろ 材 要 素 ６ ３ ２ ｂ も 通 過
す る よ う に す る 。 更 に 、 プ レ ー ト ６ ７ ２ は 、 第 二 流 路 を 通 り 抜 け て い る 流 体 が 、 ろ 材 要 素
６ ３ ２ ａ を 通 り 抜 け る 一 方 で ろ 材 要 素 ６ ３ ２ ｂ を 通 過 す る の を 防 ぐ 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ８ を 参 照 す る と 、 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ １ ０ ０ と 、 ヘ ッ ド ７ １ ２ と 、 Ｌ 字 型 の サ ポ
ー ト ブ ラ ケ ッ ト ７ １ ８ と 、 給 水 管 ７ １ ０ と 、 第 一 排 水 管 ７ １ ４ と 、 第 二 排 水 管 ７ １ ６ と 、
混 合 装 置 ７ ２ ５ を 含 む フ ィ ル タ ー 装 置 ７ ０ ０ が 図 解 さ れ て い る 。 混 合 装 置 ７ ２ ５ は 、 フ ィ
ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ １ ０ ０ の 第 一 出 口 部 か ら 排 出 さ れ た 流 体 と 、 第 二 出 口 部 か ら 排 出 さ れ
た 流 体 を 、 選 択 的 に 混 合 す る 。 具 体 的 に は 、 流 体 は 、 給 水 管 ７ １ ０ に よ っ て フ ィ ル タ ー カ
ー ト リ ッ ジ １ ０ ０ に 供 給 さ れ る 。 図 ３ 及 び ４ に 関 し て か な り 詳 し く 説 明 し た よ う に 、 そ の
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流 体 は 、 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ １ ０ ０ の 二 つ の 流 路 を 流 れ る 。 第 一 排 出 導 管 ７ １ ４ を 通
り フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ １ ０ ０ か ら 退 出 す る 流 体 は 、 第 一 の レ ベ ル の 調 整 を 受 け 、 第 二
排 出 導 管 ７ １ ６ を 通 っ て フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ １ ０ ０ か ら 流 出 す る 流 体 は 、 第 二 の レ ベ
ル を 受 け る こ と に な る 。 混 合 装 置 ７ ２ ５ は 、 第 一 排 出 導 管 ７ １ ４ ま た は 第 二 排 出 導 管 ７ １
６ か ら 排 出 し た 流 体 を 両 方 と も 受 け 入 れ 、 受 け 入 れ た 流 体 を 使 用 者 が 選 択 的 に 混 合 で き る
よ う に す る の で 、 選 択 さ れ た ろ 過 特 性 を 有 す る 単 一 の 流 体 排 出 が 行 な わ れ る こ と に な る 。
混 合 し た 流 体 は 、 排 出 導 管 ７ ３ ０ か ら 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 好 適 な 実 施 形 態 に お い て は 、 混 合 装 置 ７ ２ ５ は 、 第 一 及 び 第 二 入 口 ポ ー ト を 有 す る バ ル
ブ と 、 排 出 ポ ー ト を 含 む 。 第 一 入 口 ポ ー ト は 、 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ １ ０ ０ の 第 一 出 口
部 か ら 排 出 さ れ る 流 体 を 受 け 入 れ 、 第 二 入 口 ポ ー ト は 、 第 二 出 口 部 か ら 排 出 さ れ る 流 体 を
受 け 入 れ る 。 バ ル ブ は 、 使 用 者 が 、 近 い 場 所 あ る い は 離 れ た 場 所 か ら 、 混 合 し た 流 体 の 特
性 を 選 択 で き 、 混 合 流 体 を 混 合 装 置 か ら 排 出 さ せ ら れ る よ う に 備 え 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ９ を 参 照 す る と 、 図 ８ に 開 示 し た フ ィ ル タ ー 装 置 の 実 施 形 態 に 代 わ る 実 施 形 態 が 図 解
さ れ 、 参 照 番 号 ８ ０ ０ で 示 さ れ て い る 。 フ ィ ル タ ー 装 置 ８ ０ ０ の 構 造 及 び 機 能 は 、 実 質 的
に フ ィ ル タ ー 装 置 ７ ０ ０ （ 図 ７ ） と 類 似 し 、 同 様 の 参 照 番 号 が 同 様 の 構 造 要 素 を 特 定 す る
。 異 な る 点 は 、 フ ィ ル タ ー 装 置 ８ ０ ０ で は 、 混 合 装 置 ８ ２ ５ が 、 第 一 排 出 導 管 ８ １ ４ 及 び
第 二 排 出 導 管 ８ １ ６ に 加 え 、 未 ろ 過 水 給 水 管 ８ １ ８ か ら も 流 体 を 受 け 入 れ る と い う 点 で あ
る 。 前 述 と 同 様 に 、 混 合 装 置 ８ ２ ５ は 、 受 け 入 れ た 流 体 を 使 用 者 が 選 択 的 に 混 合 で き る よ
う に す る の で 、 選 択 さ れ た ろ 過 特 性 を 有 す る 単 一 の 流 体 排 出 が 行 な わ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 発 明 に つ い て 、 好 適 な 実 施 形 態 に 関 し て 説 明 し た が 、 当 業 者 は 、 付 属 の 特 許 請 求 の 範
囲 に 定 め た 本 発 明 の 精 神 及 び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 本 発 明 に 多 様 な 変 更 及 び 変 形 を な
し 得 る こ と を 、 容 易 に 理 解 す る は ず で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 発 明 に 関 す る 当 業 者 が そ の 製 造 方 法 及 び 使 用 方 法 を よ り 容 易 に 理 解 す る た め に は 、 以
下 の 図 面 を 参 照 さ れ た い 。
【 図 １ 】 水 道 水 の 蛇 口 及 び 飲 料 水 の 吹 き 上 げ 水 飲 み 器 を 共 に 示 し た 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施
形 態 に よ っ て 構 成 し た フ ィ ル タ ー 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 内 部 空 間 を 画 成 す る ハ ウ ジ ン グ 、 第 一 段 フ ィ ル タ ー 、 第 二 段 フ ィ ル タ ー 、 及 び 流
体 の 流 れ を 第 一 及 び 第 二 流 路 に 方 向 付 け る 構 造 を 含 む 、 図 １ の フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ の
分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に よ っ て 構 成 し た フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ の 断 面 図 で あ
り 、 実 質 的 に 半 径 方 向 に 内 部 空 間 及 び 第 一 段 フ ィ ル タ ー を 通 り 抜 け て 第 一 出 口 部 を 通 り フ
ィ ル タ ー ハ ウ ジ ン グ か ら 流 出 す る 第 一 流 路 を 示 す 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に よ っ て 構 成 し た フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ の 断 面 図 で あ
り 、 流 体 が 、 第 二 段 フ ィ ル タ ー を 通 り 抜 け て 第 二 出 口 部 を 通 り ハ ウ ジ ン グ か ら 流 出 す る 第
二 流 路 を 示 す 。
【 図 ５ 】 作 動 可 能 な よ う に 水 源 と 係 合 し て 、 第 一 出 口 部 に 連 結 し た 蛇 口 と 、 第 二 出 口 部 に
連 結 し た 飲 水 部 を 有 す る 、 フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 説 明 を 簡 略 に す る た め に 部 品 を 分 離 し た 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に よ っ て 構 成
し た フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ の 分 解 斜 視 図 で あ り 、 第 二 段 フ ィ ル タ ー が 、 相 対 的 に 同 軸 上
に 配 置 し た 複 数 の ろ 材 層 を 含 む 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に よ っ て 構 成 し た フ ィ ル タ ー カ ー ト リ ッ ジ の 分 解 斜 視 図
で あ り 、 第 二 段 フ ィ ル タ ー が 、 上 下 方 向 に 重 ね て 並 べ た 二 つ の 円 柱 状 フ ィ ル タ ー エ レ メ ン
ト を 含 む 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の ろ 過 装 置 を 内 蔵 し た ろ 過 シ ス テ ム で あ っ て 、 第 一 出 口 部 か ら 流 体 を 受 け
入 れ る 入 口 ポ ー ト と 、 第 二 出 口 部 か ら 流 体 を 受 け 入 れ る 入 口 ポ ー ト と 、 単 独 排 出 ポ ー ト を
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有 す る 混 合 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の ろ 過 装 置 を 内 蔵 し た ろ 過 シ ス テ ム で あ っ て 、 第 一 出 口 部 か ら 流 体 を 受 け
入 れ る 入 口 ポ ー ト と 、 第 二 出 口 部 か ら 流 体 を 受 け 入 れ る 入 口 ポ ー ト と 、 水 源 設 備 か ら 未 ろ
過 の 流 体 を 受 け 入 れ る 入 口 ポ ー ト と 、 単 独 排 出 ポ ー ト を 有 す る 混 合 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 発 明 に お け る こ の よ う な 特 徴 は 、 既 述 の 好 適 な 実 施 形 態 の 詳 細 な 説 明 に よ り 当 業 者 に
は 更 に 容 易 に 明 白 に な る で あ ろ う 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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